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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
鎌
田
さ
ゆ
り
君
提
出
在
留
特
別
許
可
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
及
び
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
格
別
有
利
に
考
慮
し
な
い
で
判
断
す
る
」
及
び
「
在
特
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
自
体
の
変
更
と
そ
れ
を
公
に
す
る
こ

と
を
経
な
い
で
、
在
特
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
食
い
違
う
運
用
を
す
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
第
一
項

に
規
定
す
る
在
留
特
別
許
可
の
許
否
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
外
国
人
ご
と
に
、
在
留
を
希
望
す
る
理
由
、
家
族
状
況
、

素
行
、
内
外
の
諸
情
勢
、
人
道
的
な
配
慮
の
必
要
性
、
我
が
国
に
お
け
る
不
法
滞
在
者
に
与
え
る
影
響
等
諸
般
の
事
情
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
法
務
省
入
国
管
理
局
が
平
成
十
八
年
十
月
に
策
定
し
、
平
成
二
十
一
年
七
月
に
改
訂

し
た
「
在
留
特
別
許
可
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
在
留
特
別
許
可
の
許
否
の
判
断
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
積
極
要

素
又
は
消
極
要
素
と
し
て
考
慮
さ
れ
得
る
事
情
を
例
示
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
在
留
特
別
許
可
に
係
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
し
た
も
の
も
含
め
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行
う
在
留
特
別
許
可
の
許
否
の
判
断
が
「
本

件
附
則
や
上
記
附
帯
決
議
が
在
留
特
別
許
可
の
運
用
の
透
明
性
を
要
求
す
る
こ
と
に
反
す
る
」
及
び
「
在
留
特
別
許
可
の
運

用
の
透
明
性
を
後
退
さ
せ
て
い
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 



 

２ 

 

一
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
在
特
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
変
更
し
、
又
は
考
慮
要
素
の
追
加
を
す
る
内
容
の
通
達
」
及
び
「
在
特
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
変
更
し
、
又
は
考
慮
要
素
の
追
加
若
し
く
は
変
更
を
す
る
内
容
の
通
達
」
に
つ
い
て
は
、
「
在
留
特
別

許
可
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
（
平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
付
け
法
務
省
管
審
第
四
百
十
四

号
法
務
省
入
国
管
理
局
長
通
達
）
を
発
出
し
て
お
り
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年

法
律
第
四
十
二
号
）
に
基
づ
く
開
示
請
求
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

一
の
５
に
つ
い
て 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
付
け
法
務
省
管
審
第
五
百
六
十
号
法
務
省
入
国
管
理
局
長
通
達
（
以
下
「
五
六
〇
号
通
達
」

と
い
う
。
）
は
、
御
指
摘
の
「
在
特
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
変
更
し
、
又
は
考
慮
要
素
の
追
加
を
す
る
内
容
の
通
達
」
で

は
な
い
。 

一
の
６
に
つ
い
て 

 
 

五
六
〇
号
通
達
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
退
去
強
制
手
続
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ



 

３ 

 

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
公
表
を
差
し
控
え
て
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。 

一
の
７
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
実
質
的
に
変
更
す
る
通
達
」
及
び
「
在
特
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
自
体
の
変
更
と
そ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
を
経
な
い

で
、
在
特
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
食
い
違
う
運
用
を
す
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
在
留
特

別
許
可
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
在
留
特
別
許
可
の
許
否
の
判
断
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
積
極
要
素
又
は
消
極
要

素
と
し
て
考
慮
さ
れ
得
る
事
情
を
例
示
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
新
た
な
在
特
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し

た
後
も
、
入
管
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
在
留
特
別
許
可
の
許
否
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
個
々
の
外
国

人
ご
と
に
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
具
体
的
な
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点

で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


